
  　 　 　 　 　 　 　 　       

4　医療施策の充実

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○地域連携クリティカルパスの導入率
　脳卒中（急性期病院）：現状８０％より上昇
　急性心筋梗塞（急性期病院）：現状６０％より上昇
　糖尿病（専門治療をする病院）：現状１８％より上昇

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

87.5%
以上

57.1%
以上

合計 1,675 44

未達成
20%
以上

84%以上 87.5% 達成

未達成52.5% 68%以上 57.1%

16.9% 34%以上

925

地域の特性、実状に応じた医療連携体制の方策が検討され、地域において、切れ目のない医療の提供が実現し、良質かつ適切な医療
が効率的に提供される事を目指し、地域連携クリティカルパスの導入等により地域の医療機関が連携する医療提供体制の整備を推進す
る。

現在本県の４疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病）における地域連携クリティカルパスの導入は、地域連携パス推進団体により進
められており、地域毎、疾病毎にバラつきのある状況である。

成果目標の達成状況

項目

地域連携クリティカルパ
スの導入率（脳卒中）

地域連携クリティカルパス
の導入率（急性心筋梗塞）

地域連携クリティカルパ
スの導入率（糖尿病）

事業番号 05 06 20 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 生活習慣病医療連携体制推進事業 担
当
課

部局 健康福祉部

実施期間 H24 ～

20.0%

県が関与
する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

医療法第30条の4、長野県保健医療計画

課・室 保健・疾病対策課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１ 健康で長生きできる地域づくり

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）
地域の特性、実状に応じた医
療連携体制の検討への支援

直接
先進事例等の研修、連携パス推進団体の課題につい
ての検討、地域の状況に応じた支援

1,675 44 925

529 1,675 925

合計（A) 0 925
74.2%

25年度 26年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの
財源

529 1,675

概　算
人件費

0.10 1.10 1.10

0

14 44

9,084

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き、在宅療養を円滑に進めるツールとしてのクリティカルパス導入に向けた関係者による課題の検討等を通じて導入を推進してい
く。

目標に対
する成果
の状況

関係機関担当者への研修を実施すること等により、クリティカルパスを導入する医療機関は増加している。しかし、急性心筋梗塞と糖尿病
については、地域連携のための方法としての有用性が十分認識されておらず、目標を達成できなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 840 9,128 10,009

826 9,084
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前年度繰越

529 1,675 925
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